
１月１６日 「どんど焼き －地域の力－」 
先週の土曜日、桜野地域の皆様による「どんど焼き」が行われ、たくさんの

方がこの地域行事に参加されていました。 

さて、どんど焼きという行事ですが、どのような行事であるか知っています

か。昔から伝わっている行事で、新しい年を迎え、今年一年が健康で幸せで素

敵な一年になりますようにという願いが込められいる行事です。お正月飾りで

使った門松、しめ縄、お飾り、そして書初めで書いた文字などをまとめて、写

真のように積み上げて燃やしていきます。燃えながら、ドンドンという音が出

ることから「どんど焼き」と言われるようになったそうです。また、勢いよく

燃やすことによって、健康と幸せという願いが、煙にのって天に届きますよう

にということも意味に入っているそうです。 

そして、どんど焼きと併せて、この写真のようなお飾りを作って、焼いて食

べたそうです。この飾りは「まゆだま」と言ってお餅に色を付けて丸めたもの

です。なぜ、「まゆだま」を作ったか知っていますか。「まゆ」というと何を連

想しますか。そうです。蚕（カイコ）です。昔は養蚕といって、蚕（カイコ）

を育て、繭をつくり絹という糸をとっていました。米や野菜を作る農業と同じ

ように、蚕を育てる養蚕業も武蔵野の人々の暮らしを支えるものだったのです。

その養蚕業がうまくいきますようにという願いが「まゆだま」にこめられてい

ます。火にあたること、火を通して食べることで、災いから身を守っていたの

です。 

そして、桜野小のどんど焼きといえば、代々受け継がれてきた「お雑煮」の

ふるまいがあります。この日のために、だしをとったり、野菜を刻んだり、お

餅を切ったりして用意していきます。３学期が始まって皆さんが下校してから、

地域の皆さんが学校に集まり、毎日準備をしてくださっていました。 

こうした地域の伝統行事がずっと続いているのは、当たり前のことではあり

ません。地域の皆さんの力があってのことです。地域のつながりを大切にした

いという地域の皆さんの熱い思い、そして桜野地域の子供達が健やかに育って

ほしいという温かい思いが入っているのです。桜野地域の力に感動します。そ

うしたつながりや力を受け継いでいくのは皆さんです。まだまだ先のことかも

しれませんが、この地域を愛し、地域のために何ができるか考えていくと良い

と思います。 


